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2012年より，K中間子原子からのX線を超伝導遷移端型X線検出器 (TES)を用いて精密分光することでストレ
ンジネスを含む強い相互作用を測定し，中性子星の状態方程式を制限すべく宇宙と原子核の共同実験 (HEATES)
を進めている。ATHENA衛星や super DIOS 計画など，X線代替機を桁で上回るピクセル数で精密 X線分光を
目指す計画はあるが，TESは未だ宇宙での動作実証はなく，過酷な地上実験に応用し技術成熟度を高める。
これまでに，チューリッヒにあるポールシェラー研究所 (PSI)の π 中間子ビームラインにて，π中間子炭素原

子の X線 (4-3遷移, 6 keV) を，エネルギー分解能 ∆E ∼ 5 eV (@6keV)で測定することに成功し，2016年 6
月，TESを J-PARCのK1.8BRビームラインに設置して行ったK−ビーム環境下でのTESの性能評価試験では，
ビーム無しで ∆E ∼ 5.0eV(@6keV) に対して，ビーム環境下で ∆E ∼ 6.7eV(@6keV) を達成してきた。2017年
12月から，本試験へむけた最終セットアップの最適化を行った。これらの状況は過去 4回の年会で報告してきた。
2018 年 4 月からは，さらなるエネルギー分解能の向上を目指してリアルタイム波形処理ソフ トウェアの改修な
どを進めた。2018 年 6 月より，J-PARC の K1.8BR ビームラインにて K 中間子ヘリウム原子の X 線 (3-2 遷
移, 6 keV) の測定を開始し，ビームのない環境下で熱浴の温度ゆらぎを ∼ 5µK rms，200ピクセル以上でエネル
ギー分解能 ∆E ∼5eV(@6 keV) を達成した。本講演では，プロジェクトの現状について報告する。


